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また従来、同調傾向のモデ、ルとして作られてきた、 Hess ら (1999) や Giles ら (1979) のモデルを概観するとと
もに、本研究で提案したモデルと対比を行った。これにより、各モデ、ルが説明対象とする領域を明確にし、さらに各
モデルが説明対象とする同調傾向の特質を対比させることにより、同調傾向の傭轍を行った。この過程で、情轍の視
点として 2 つの視点を提案した。向調傾向を傭敵するための視点とは、第 1 に、 Hess ら (1999) が説明対象とする
情動的・自動的な同調傾向と、本モデ、ルが説明対象とする社会認知的な同調傾向とを峻別する視点、第 2 の視点は、






わち 2 人の対話者の発話交替によってできる「間J の長さを切り口としている。




は、第 2 ・ 3 章で得られた知見を総合して、発話様式の同調傾向の新しいモデ、ルを構築することを試みている。従来
提出されてきた複数のモデルと対比させることにより、それぞ、れのモデ、ルが扱う同調傾向の特質を明確化し、さらに
は同調傾向を傭敵するための視点を提案した。同調傾向は、従来多様な学問分野で、個別に研究され、また、多種多様
な現象で示されてきたが、それらを総合的に論じるための視点を提案したことは、同調傾向研究に対する重要な貢献
と認められる。
以上、本論文は、理論的展開の明断性、実験手法の斬新さ、ならびに、データ分析の徽密さにより、優れたものと
認められ、博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するものであると判定された。
